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日
本
経
済
史
研
究
白
愛
展

豆
六

日
本
経
済
史
研
究
の
後
展

本

庄

;1;:-九
A 、

ム
口

良日

rj三

一三

ド"

歴
史
は
事
貨
の
反
映
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
事
寅
を
無
視
す
る
を
得
ざ
る
の
み
な
ら
や
、
事
賓
が
現
は
す
所
の
扶
態
に
基
い
て
考

察
喧
た
H
り
れ
ば
た
ら
む
。
過
去
め
事
賓
は
既
定
の
存
在
で
あ
る
。
然
し
そ
の
事
買
を
如
何
に
把
握
す
る
か
は
決
し
て
一
定
不
慶
む
も

の
で
は
た
い
。
是
れ
古
来
競
多
の
史
家
が
あ
ら
は
れ
、
各
種
の
歴
史
が
記
述
せ
ら
れ
た
所
以
で
あ
る
。
事
賓
の
把
握
は
歴
史
家
の
倒

性
と
時
代
の
思
潮
と
に
よ
っ
で
異
ら
ざ
る
を
得
友
い
。
嘗
は
重
要
な
る
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
し
も
の
が
、
今
は
然
ら
ざ
る
も
の
と

友
り
、

以
前
に
は
顧
み
ら
れ
ざ
り
し
事
柄
が
、
今
は
重
要
左
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
〈
て
絶
え
や
史
恩
干
の
新
た

た
る
研
賓
が
行
は
れ
て
、
歴
史
は
絶
え
や
書
き
改
め
ら
れ
る
。
歴
史
の
形
、

そ
の
内
容
、
事
賓
の
観
察
解
樺
が
結
え
や
褒
展
し
ヲ
L

あ
る
の
は
営
然
で
あ
ら
う
。

史
鳳
一
・
は
祉
舎
の
護
展
と
い
ふ
と
と
、
即
ち
祉
舎
を
動
く
婆
に
於
て
目
的
物
と
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
は
特
に
政
治
上
又
は

軍
事
上
の
方
面
に
重
き
を
置
い
て
、
吐
舎
の
委
辰
を
考
察
し
た
も
の
で
る
る
が
、
我
々
は
枇
舎
の
渡
展
に
は
経
済
上
の
進
化
に
よ
る

所
が
頗
る
大
た
る
こ
と
を
認
め
、

と
の
経
済
事
賓
の
護
展
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
を
経
糟
史
と
名
づ
け
て
、
之
が
研
究
に
努
め
つ



L
あ
る
も
の
で
あ
る
。
尤
往
時
に
於
て
も
経
済
的
方
面
の
史
的
研
究
が
絶
無
で
あ
っ
た
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
が
、
特
に
経
済
史
が

一
の
専
門
の
事
科
と
し
て
研
究
さ
る
L
に
至
っ
た
の
は
、
西
洋
に
於
て
も
十
九
世
紀
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
我
園
に
於

τ
は
明
治
維

新
以
後
に
属
す
る
も
の
と
い
は
ざ
る
を
得
友
い
。
而
し
て
経
済
史
研
究
が
重
要
硯
せ
ら
る
L
に
至
っ
た
所
以
は
、
社
合
生
活
に
ゐ
け

る
経
済
の
極
め
て
軍
要
と
友
り
し
こ
と
、
経
済
撃
が
一
の
科
墜
と
し
て
設
建
ず
る
に
至
り
し
こ
と
等
に
存
す
る
で
る
ら
う
。

明
治
維
新
以
前
の
肝
究

我
闘
の
上
古
中
町
に
於
て
編
纂
さ
れ
た
多
く
の
歴
史
を
見
る
と
、
そ
の
中
に
は
少
か
ら
宇
経
済
に
関
す
る
事
官
一
も
掲
げ
ら
れ
て
居

る
。
か
の
奈
良
明
か
ら
平
安
朝
へ
か
M
り
て
効
撰
せ
ら
れ
た
六
闘
史
の
中
に
も
治
問
に
潤
す
る
事
賓
が
同
げ
ら
れ
℃
わ
る
が
、

:〉
4

、

〉

」

げ

1

1

f

闘
史
中
の
同
一
事
件
を
拾
っ
て
編
纂
さ
れ
た
菅
原
道
買
の
「
類
楽
園
史
」
を
見
る
と
物
使
・
金
融
・
土
地
制
度
等
に
閲
す
る
事
賓
が

載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
大
費
令
の
註
様
書
で
あ
る
「
令
集
解
」
に
も
土
地
制
度
や
義
倉
や
租
税
に
閲
す
る
制
度
な
ど
の
沿
革
が
調

ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
が
判
る
。
此
等
は
特
に
経
消
史
を
研
筑
し
た
と
い
ふ
意
味
で
は
た
い
に
し
て
も
、
営
時
に
於
て
既
に
他
の
制
度

丈
物
の
費
遜
と
同
じ
〈
、
経
済
制
度
の
沿
草
に
も
多
少
留
意
し
て
ゐ
た
詮
撲
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

徳
川
時
代
に
左
る
と
、
武
家
時
代
と
は
い
ふ
も
の
L
前
時
代
と
は
非
常
に
趣
を
異
に
し
、
財
政
経
済
に
闘
ず
る
乙
と
も
弐
第
に
重

要
な
る
地
位
に
進
み
つ
t
h

あ
っ
た
も
の
で
、
営
時
の
墜
者
中
に
は
と
の
方
固
に
大
に
注
意
す
る
者
も
出
来
て
来
た
。
そ
し
て
漢
籍
に

食
貨
の
と
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
閥
係
上
、
営
時
の
渓
曲
学
者
の
中
に
は
、
経
済
史
的
研
究
を
或
る
程
度
ま
で
試
み
る
も
の
も
る
っ
た
。

新
井
白
石
・
伊
藤
東
涯
・
荻
生
初
練
・
窒
鳩
山
呆
・
太
宰
春
蚕
共
他
多
く
の
著
名
事
者
の
著
書
忙
は
経
済
史
的
記
述
を
見
る
こ
と
が
出

日
本
経
済
史
研
究
の
愛
展

互五

七



日
本
線
祷
史
研
究
の
溌
展

主王

i¥. 

来
る
。
か
の
一
日
本
経
符
六
典
一
共
他
に
収
録
さ
れ
た
徳
川
時
代
の
多
〈
の
経
情
書
の
中
に
は
、
我
園
経
済
事
実
の
沼
革
を
記
し
た

も
の
が
少
ぐ
な
い
c

纏
っ
た
も
の
ミ
一
例
と
し
て
は
一
大
日
本
史
食
貨
志
」
や
近
一
勝
守
霊
の
-
銭
録
」
一
金
銀
嗣
録
」
草
間
直
方
の

「
三
貨
開
業
」
左
ど
を
摩
ぐ
る
こ
と
が
出
来
る
。

勿
論
官
時
は
粧
品
阿
と
い
ふ
言
葉
は
経
国
情
民
の
意
に
用
ゐ
ら
れ
も
江
も
の
で
、

主gz
ろ

食
貨
の
語
が
今
日
の
経
済
に
近
い
意
味
を
持
っ
て
ゐ
た
。
か
く
て
徳
川
時
代
に
は
経
消
史
的
研
究
は
大
K
進
ん
穴
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
命
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
て
、
今
日
の
如
き
科
事
的
研
究
方
法
に
依
っ
た
も
の
で
は
左
か
っ
た
。

明
治
維
新
以
後
の
研
究

明
治
維
新
以
後
日
本
経
済
史
の
研
究
は
著
し
き
溌
展
を
一
遂
げ
た
。

こ
れ
が
一
方
に
経
済
事
の
帯
以
遠
と
関
連
を
有
し
、
他
方
に
は
育
一

枇
λ

世
田
た
る
経
済
界
の
殻
展
を
反
映
せ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
た
き
所
で
あ
る
が
、
↓
へ
憾
に
於
て
之
を
三
期
に
国
分
し
て
考
察
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
第
一
期
は
維
新
以
後
日
清
戦
争
に
至
る
ま
で
の
期
間
で
あ
っ
て
草
創
時
代
、
第
二
期
は
日
清
戦
後
の
三
十
年
頃
か
ら
世

界
戦
争
に
至
る
期
間
で
確
立
時
代
、
第
三
期
は
世
界
大
戦
後
か
ら
最
近
ま
で
t
A

、
印
ち
大
正
八
九
年
頃
か
ら
日
支
事
鑓
前
の
昭
和
十

一
年
頃
ま
で
の
勃
興
時
代
で
あ
る
。
以
下
こ
の
三
期
に
分
ち
て
多
少
詳
細
な
る
説
明
を
加
へ
や
う
。

第
一
期

維
新
の
改
革
に
於
て
奮
制
度
藷
思
想
は
著
し
く
破
壊
せ
ら
れ
て
丙
洋
の
制
度
文
物
を
輸
入
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
十
年
頃
に
至
る
ま
で
は
所
謂
維
新
の
嬰
半
期
と
し
て
、
動
援
と
不
安
と
の
聞
に
終
始
し
た
。
明
治
一
一
年
政
府
は
史
局
を
設
置

し
、
或
は
園
史
中
の
快
本
を
探
索
し
、
或
は
史
料
の
蒐
集
が
行
は
れ
、
十
年
に
至
っ
て
修
史
局
を
太
政
官
内
に
置
〈
と
と
L
左
フ
た

が
、
乙
の
間
「
復
古
記
」
や
「
明
治
史
要
ー
一
等
が
注
意
す
ぺ
き
編
纂
物
で
あ
っ
た
に
過
岬
さ
な
い
。

と
の
時
に
営
っ
て
田
口
卯
吉
氏
の



「
日
本
開
化
小
史
一
(
耳
判
明
)
が
公
に
せ
ら
れ
、
欧
洲
的
知
識
さ
経
済
的
見
地
と
を
以
て
、
我
図
文
化
の
荷
浸
透
し
行
け
る
有
様
を
論

じ
た
こ
と
は
、
斯
界
に
一
生
耐
を
問
い
た
も
の
で
る
り
、

十
二
年
に
は
「
古
事
類
苑
」

の
編
纂
事
業
が
始
ま
り
、
之
よ
り
以
後
史
的

研
究
は
漸
く
盛
ん
と
た
っ
た
。

日
本
経
済
史
に
つ
い
て
も
明
治
の
初
め
十
年
間
は
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
個
人
の
著
述
と
し
て
夜
行
せ
ら
れ
た
も
の
一
一
一
一
一
あ
る

も
、
特
陀
主
要
在
る
著
漣
と
し
て
と
り
立
て

L

い
ふ
ペ
き
程
の
も
の
で
は
な
い
。
然
る
に
、
十
年
前
後
よ
り
二
十
年
代
に
至
る
ま
で

に
、
中
央
諸
官
」
胞
に
於
て
盛
に
編
纂
事
業
が
行
は
れ
、
そ
の
成
果
の
公
刊
さ
れ
た
も
の
が
甚
だ
多
い
。
そ
れ
は
新
し
い
制
度
を
樹
て

る
た
め
に
は
、

一
方
欧
米
党
進
閣
の
制
度
も
調
査
し
、
他
方
に
は
我
図
古
来
の
沼
革
を
等
ね
る
と
と
が
必
要
で
あ
り
、
更
に
今
に
於

て
編
叶
時
事
廷
を
還
す
に
非
れ
ば
、
史
料
散
逸
し
て
収
拾
す
一
円
ら
ざ
ろ
に
去
る
践
が
ら
っ
た
か
ら
で
る
る
。

こ
の
こ
と
は
-
六
日
本
貨

幣
史
一
や
「
古
事
類
右

(設
d

編
内
清
の
理
由
に
徴
す
る
も
町
か
で

-E
る
。
恥
し
て
そ
れ
世
帯
官
恥
め
v

組
側
事
事
去
に
り
い
で
れ
も
刀
を
到
し
た

も
の
は
大
蔵
省
で
あ
り
「
大
日
本
貨
幣
史
一
「
大
日
本
租
税
士
山
一
等
の
外
、
幾
多
の
編
纂
が
行
は
れ
た
。

、
(
註
)

明
治
七
年
二
月
三
円
得
桔
紙
幣
頭
は
妙
史
郎
ち
紙
幣
史
編
纂
の
議
を
上
申
し
た
。
そ
の
一
簡
に
臼
〈
『
仲
川
寮
建
設
日
何
浅
〈
官
事
草
創
未
だ
編

輯
に
暇
な
し
包
今
や
奮
札
交
換
既
に
了
し
、
漸
次
官
省
札
に
及
べ

P
。
宜
し
〈
此
時
に
し
て
柄
妙
の
起
源
・
消
革
・
僚
例
・
布
告
及
び
交
換
順
序

等
抄
録
編
纂
せ
ざ
れ
ば
絡
に
散
逸
し
て
復
た
牧
録
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
ら
ん
』
一
耳
々
と
。
此
議
が
い
作
れ
ら
れ
、
「
大
日
本
穴
僧
史
」
の
綱
纂
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

主
た
明
治
十
二
年
三
月
四
村
茂
樹
は
文
部
省
に
「
古
事
類
苑
」
編
纂
の
こ
と
を
建
議
し
た
が
、
そ
の
一
簡
に
「
明
治
維
新
の
後

文
運
漸
〈
開
け
外
閣
の
事
物
も
亦
非

p
に
轍
入
せ
ら
る
る
の
時
に
方
り
、
彼
我
瓦
に
相
ひ
比
較
研
究
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
俄
か
に
数
百
部
白
書
籍

を
渉
漉
し
て
之
を
求
め
ざ
る
可
ら
ず
、

而
も
屡
之
を
求
め
て
遂
に
得
る
こ
と
簡
は
ざ
る
の
闘
難
に
遭
遇
し
、
人
を
し
て
韓
た
多
岐
亡
羊
の
歎
を
用
車

せ
し
め
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
聞
に
外
掌
内
卑
の
感
を
深
か
ら
し
め
た
る
こ
と
亦
蓋
鮮
少
に
あ
ら
ず
。
此
れ
婆
林
の
一
大
関
典
に
し
て
識
者
り
切
に

日
本
恕
済
史
研
究
の
愛
展

五
九

得控良介君博、 347頁1) 



日
本
経
済
史
研
究
の
褒
展

患
ふ
る
所
な
り
き
』
と
述
べ
て
ゐ
る
o
之
は
類
莱
書
編
纂
の
必
要
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
重
た
以
て
一
般
編
纂
事
業
白
必
要
を
設
け
る
も
の

と
も
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

六

O

か
く
の
如
く
政
府
が
直
接
編
纂
事
業
に
予
を
染
め
た
こ
と
は
、
仏
川
も
産
業
界
に
於
て
政
府
の
直
接
干
渉
政
策
が
行
は
れ
て
園
民
を

長
夜
の
夢
よ
り
受
醍
せ
し
め
産
業
界
の
設
定
を
計
っ
た
と
同
様
で
あ
り
、
明
治
一
一
十
年
以
後
に
於
け
る
個
人
的
研
究
を
刺
戟
し
た
と

と
も
少
か
ら
十
、
我
闘
の
文
還
に
貢
献
し
た
る
知
多
大
友
る
と
と
は
い
ふ
迄
も
た
い
。
尤
常
時
の
研
究
方
法
は
や
は
り
嘗
套
を
股
せ

、

i

?

l

i

z

I

J

}

泊

、

ず

新

今

暁

E
著
書
を
晶
子
[
共
4
u
o
d
泊
b
z
y

〈

誌
社
い
を
殿
山
川
即
死
め
剛
志
に
於
て
刻
印
t
J
Z
叫
に
は
ま
り
て
ゐ
た
し
い
が
、

よ
く
史
料

を
蒐
集
し
考
設
に
力
を
致
し
て
ゐ
る
か
ら
、
史
料
と
し
て
は
責
主
左
る
も
の
が
多
い
c

自
明
治
元
年

至
二
十
九
年

日
本
経
許
史
聞
係

書

珊
数

編
纂
・
寂
版
官
臆

名

曾

吐

会

大
蔵
省
紙
幣
寮

大
藤
省
制
理
局
・
闘
債
寮

書

七

嘗
落
札
川
園
建
債
底
分
録

主王

皇
国
法
幣
寮
佐
伯
加
記

大
燕
省
造
幣
寮

大
日
本
貨
幣
史

四
六

大

議

大
日
本
貨
幣
史
彦
考

二
五
(
洋
七
)

大

接

民

事

慣

例

類

集

司

法

理

財

四

稽町

大

議

蹟

'g 

著

巨信
.Yi!... 

編

纂

者

久
世
造
幣
楳
助
口
授

島
郁
記
録
権
中
鹿
縞

省

賢

吉

同

省

米吉

少賢

本田

省

民

法

編

纂

委

員

省

菅

主号

小

編
纂
・
刊
行
年
月

五

八

年

稿

五

l
九
年
稿
(
?
)

七
年
稿

康輔輔

九
ー
十
六
年
刊

十

十
ノ、
壬手

刊

ム
年
五
月
刊

十

i
十
一
年
稿

備

考

叫
ん
成
」
第
十
五
・
十
六
・
一
一
十
一
巻
所

「
集
成
」
第
九
巻
所
牧

「
明
治
大
正
大
限
市
史
」
第
五
巻
所
牧

大
正
十
四
・
五
年
施
刻
洋
装
四
加

大
正
十
四
年
複
刻
洋
装
三
加

「
明
治
文
化
全
集
」
第
八
巻
所
牧
(
解

題
参
照
)

古喜一類苑、総目録索引所拐の古事類苑編纂事聞き、 2頁2) 



理
財
稽
蹟
参
考
書

農

政

垂

続

記

農

書

資

要

ヱ

護

志

徳

川

禁

令

考

事ヰ

前
衆
六
二

後
楽
問
。

奮
幕
1仔
王理

財
曾
要
書
続

腸て修材
一課料

七宮室
八せ7

大
蔵
省
治
草
志

全
国
民
事
慣
例
類
集

勧
農
局
治
草
録

務

債

鬼

分

鋒

蒋

債

韓

日
本
経
済
史
研
究
の
愛
展

録

四 互玉

大

議

F耳

内
務
省
財
業
寮

内
務
智
樹
農
局

内
務
省
博
物
局

司

t去

大

議

大

革主

司

法

農
商
務
省
農
務
局

大
競
省
図
債
局

大
蔵
省
岡
債
局 省省省

ィ、高橋J思
ー』

究ヨ

品 同)11 t也

主号千完民駿

省

遠
藤
謹
助
外
八
名

持、
島‘

民

法

編

纂

委

員

十

十

一

年

稿

畝之

十
年
十
一
月
刊

十
一
年
一
月
刊

車頃

十
一
年
刊

助

十
一
二
十
一
二
年
刊

十
一
年
十
九
年
稿

十
三
年
一
月
以
降
刊

十
三
年
七
月
刊

十
四
年
五
周
刊

十
四
年
四
月
稿

十
四
・
五
年
頃
稿

「
集
成
」
第
一
巻
所
枚
目
「
理
財
稽
践
」

は
「
現
財
稽
庇
参
考
書
一
申
告
底
本
と
し

「
理
財
稽
旋
一
を
以
て
字
何
等
を
訂
し

た
る
も
の
。
原
本
は
大
震
災
の
際
焼

失
。二

十
一
年
晴
補
訂
正
芹
一
般
と
な
る

一
課
川
良
柑
刷
会
集
」
に
収
む
。

二
十
七
八
年
に
伴
装
前
衆
六
品
川
後
衆

四
品
川
と
し
て
刊
行
。
昭
和
凶
年
以
降

「
司
法
資
料
」
に
で
涜
刻
。
同
六
年
に

士
門
川
弘
文
館
に
で
洋
装
十
二
珊
と
し

て
覆
刻
せ
ら
る
。

十
六
年
一
党
づ
脱
稿
其
後
修
正
中
、

干
九
干
行
政
整
理
の
疋
め
編
纂
を
中

止
、
原
本
は
大
震
災
の
と
き
烏
有
に

障
す
。

修
課
書
は
「
徳
川
理
財
命
日
要
」
の
名
目

下
に
「
日
本
経
済
叢
書
一
「
日
本
経
済

大
典
」
に
牧
む
。
大
正
十
一
二
年
出

版
の
「
日
本
財
政
組
済
史
料
」
は
「
原

書
」
を
主
と
し
「
材
料
」
の
幾
分
を
噌

柿
級
令

L
て
作
ら
れ
た
る
も
の
一
。

一
集
成
」
第
二
・
三
容
所
牧

一
明
治
文
化
会
集
」
第
八
巻
及
び
、
「
日

本
経
済
大
典
」
第
五

O
巻
に
牧
む
。

一
白
集
成
」
第
九
巻
所
牧

「
集
成
」
第
九
巻
所
牧

ノ、



日
本
経
済
史
研
究
の
設
展

接

続

虚

分

録

地
租
改
正
報
告
書

地
租
改
正
例
規
沿
革
撮
要

大
日
本
帝
国
牒
逓
志
稿
及

L

八
日
本
帝
凶
牒
積
一
忠
稿
考
箆

プー
lJ 

水
害fl

税

AF 

璃

帥

田

制

篇

緒
抗
命
者

商

事

慣

例

類

集

(
第
一
問
、
興
業
意
見

貿
易
備
考
第
一
加

北
海
道
開
拓
使
事
業
報
告

明

治

貨

政

考

要

闘

末

債

始

工
部
省
沿
革
報
告

大
蔵
省
治
草
略
志

吹

録

塵

/、

大
古
同
省
国
債
局

大大

蔵薮

農
間
務
省
騨
遅
尚

() 。-¥:; 五

大
市
問
符
相
秘
日

:n:: 司産品大
首
相
省
記
録
局

メ:大大大大
藤
省
記
録
局

大

前ー
老法

教;
歳蔵議巌議

省省

子託子里子

堆 Z工

タト
"、
.1':; 

院

横

山

由

清

細

川

潤

次

郎

輩、

首r; 商
法
編
纂
委
員

回

五ー

省1ti 省省省省

~~( 

i毎

十
四
年
頃
稿

十
五
年
二
月
*

十
五
年
二
月
*

秀

十
五
年
三
月
刊

十
五
l

寸
八
司
刊

十
六
年
五
月
刊

七十
~プ寸
IZ~l ::íl ~ 

月七
刊月

寸A

牢E

寸
，

t
4寸
↑
一
月
弔

十
八
年
十
月
刊

十
八
年
十
一
月
刊

二
十
年
五
月
刊

二
十
二
年
王
月
本

二
十
二
年
四
月
刊

二
十
二
年
六
月
刊

舟

二
十
=
一
年
九
月
刊

ノ、

-
集
成
一
第
八
巻
所
牧

「
集
成
」
第
七
容
所
牧

集
成
」
第
七
巻
所
牧

料沼昭
fζ良平11
7系Lτ 三
l~ c.. i..c 
j第しー
トて31f
響額2Z
に刻"，.

も。こ
liJC ;'、
ナ内 ι，-， 
Lもヰ三ゴ記
産日
業本
費交

~. )"'~!凹
L!'E一寸ー

で昭却トー
手HII，l:均二

刻二し金
')~Ir. _.~樺

朝翻続
陽刻務
舎。調
に:1，査
てユE.合
j芋十に

一三 f:i 亡

加斗洋

十
年
一
一
-
月
出
版
居
。

題
字
あ

p
。

十
六
年
六
月
の

「
日
本
絞
済
大
典
」
第
四
九
・
五

C
各

所
取
。

一
集
成
一
鉱
山
一
八
・
一
丸
・
一
一

O
舎
新
政

失中整原
。JI:理稿
。1:1;:

大よ完
震り成
災第せ
に二 L
よ加も
り以十

原下九
稿 の 年
金出の

部版行
撲 を 政

一
集
成
-
第
十
三
巻
斯
牧

「
集
成
片
体
十
七
巻
所
牧

後
二
加
に
合
本
。

一
海
舟
全
集
」
に
牧
む
。



合

計

検

査

院

「

集

成

」

第

十

七

巻

所

牧

文

部

省

た

正

三

年

に

で

完

皇

典

講

究

所

浮

五

O
皿
問
、
和
三
五

O
加
、
外
に
鯨

抽

押

宵

司

頗

目

録

索

引

洋

一

珊

以
上
の
外
、
編
纂
せ
ら
れ
た
る
値
に
で
出
版
せ
ら
れ
ず
、
其
後
刊
行
の
叢
書
毎
に
も
牧
録
き
れ
ざ
り
し
も
の
も
多
品
ら
ん
」
思
は

-
A

切
る
も
、
私

の
知
り
得
た
る
も
の
を
参
考
の
た
め
左
に
掲
げ
る
。

吹

官長

録

塵

紙

幣

整

理

始

末

準

備

金

始

末

準
備
金
始
末
参
考
書

大

日

本

・

農

史

農
事
参
考
書
解
題

闘

債

泊

草

略

農
商
務
省
治
草
勝
誌

大

日

本

農

功

博

山
町
凶
六
日
本
山
地
伝
川
山
本
史

横
須
賀
造
船
史
第
一
巻

帝
図
歳
計
濠
算
史

舎

計

検

査

院

史

古

事

類

苑

理

財

稽

践

附

録

大
日
本
週
刊
史
書
類

四
国

日
本
経
済
史
研
究
の
設
展

O 

大

蔵

大

歳

メ;

蔵

大

護軍

省

農

前i

務

省

農
-
内
務
省
農
務
局

大

蔵

省

愚

商

務

省

桂
内
務
省
農
務
局

明1

メ竺f
，，'司

1'， 

横
須
賀
鎮
守
府

七

大

巌

互王

大

事

省

大
藤
省
主
稜
局
網
役
課

省

勝

海

省害I

織

田

~ 
Y己

~1世

1'[1 

，=・，n二

前

[8 

銀

4
m

郎

省

JII 

口

小
巾
村
清
矩
等

十芳

菅

舟

二
十
三
年
九
月
刊

二
十
三
年
十
月
*

二
十
三
年
十
一
月
末

二
十
四
年
二
月
*

之

二
十
凶
斗
七
月
刊

二
十
四
年
七
月
刊

一
一
十
四
年
十
一
一
月
刊

一
一
十
五
年
三
月
刊

;之

二
十
凹
年
七
月
刊

E

A

|

リ

-一寸

E
勾
寸
月
引

嘉

二
十
六
年
刊

二
十
七
年
十
二
月
以

降
刊

二
十
九
年
十
月
刊

二
十
九
年
以
降
刊

十

十

一

年

稿

十
一

l
十
九
年
稿

後
一
一
加
に
合
綴
。

「
海
舟
全
集
」
に
枚
む
。

「
集
成
」
第
十
一
血
管
斯
牧

「
集
成
」
第
十
一
巻
所
枚

「
集
成
」
第
十
一
巻
所
牧

「
日
本
農
業
資
料
大
系
」
第
一
巻
所
牧

「
日
本
産
業
資
料
大
系
」
第
一
巻
所
収

二
十
五
年
六
月
の
序
あ
り

「
日
本
産
業
資
料
大
系
一
第
=
一
巻
所
収

四
十
二
年
十
月
に
て
完

よ止十大
り、 九震

金定年 i74
割円支:1Tに
焼三政て

失掛整焼
u主王里う主ミ
股白

稿た
、め

大編
震纂
災を
に中

ム
ノ、



日
本
経
済
史
研
究
の
設
展

ノ、

四

準
備
金
合
計
録

大
寂
省
出
納
局

十
七

l
二
十
一
ニ
年
稿

原
本
大
震
災
に
よ
り
焼
失
、
仰
、
他

に
宿
本
あ
日

大
震
災
に
よ
り
焼
失

米
穀
経
理
記
事

大

寂

省

飯

岡

巽

十
一
年
六
月
稿

暗
中
備
金
雑
書

大

護軍

省

紙

~!干

存

l話

大

寂

省

A南

lJ' 

m~ 

二
十
了
二
年
頃
稿

前
書
の
補
遣
、
大
震
災
に
よ
り
焼
失

十
九
年
行
政
整
理
に
よ
り
絹
纂
中
止

大
震
災
に
よ
り
焼
失

え
震
災
に
よ
り
焼
失
他
に
常
本
あ
り

府

豚

醤

税

法

王E

大
蔵
省
記
録
周

ii* 

'1了

p、.
1'':: 

i芽

た

設

調

レ
ヘ
渓
災
に
上
り
焼
失
他
に
由
時
#
あ
り

紙

幣

金?

書

大
蒜
省
紙
幣
寮

大
震
災
に
土
り
焼
失

備
考
「
集
成
」
と
あ
る
は
「
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
」
の
略

*
印
を
附
せ
る
は
出
版
年
月
の
記
載
な
〈
、
上
司
へ
の
報
告
の
日
付
に
よ
れ
る
も
の

本
調
査
に
闘
し
大
薮
理
事
官
高
楯
俊
民
、
大
蔵
省
略
託
吉
川
秀
造
氏
の
好
意
を
謝
す

既
に
遁
ぺ
た
る
如
く
明
治
の
初
十
年
に
於
て
は
個
人
の
著
遁
に
見
る
ペ
き
も
の
が
友
か
っ
た
が
、
十
年
乃
至
二
十
年
の
期
間
に
於

て
も
前
同
様
で
あ
っ
た
。
之
は
一
に
は
政
府
に
於
け
る
修
史
事
業
の
た
め
に
、
曲
学
者
が
そ
の
方
面
に
吸
収
さ
れ
た
に
も
よ
る
で
あ
ら

う
が
、
園
氏
一
般
に
於
て
は
維
新
品
質
草
の
直
後
の
こ
と
で
も
あ
旬
、
責
業
界
の
護
遠
も
未
叫
ん
十
分
で
た
く
、
従
っ
て
一
般
歴
史
と
や
L

呉
れ
る
経
済
史
的
研
究
に
意
を
注
ぐ
に
至
ら
た
か
っ
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
二
十
年
以
後
に
は
事
情
は
之
と
異
り
、
個

人
の
著
述
中
主
要
た
る
も
の
が
吹
第
に
あ
ら
は
る
与
に
至
っ
た
。
横
井
時
各
氏
の
「
大
日
本
不
動
産
法
治
革
史
」
栗
田
寛
氏
の
「
荘

園
考
」
萩
野
由
之
氏
の

「
日
本
財
政
史
t

一
遠
藤
芳
樹
氏
の

「
日
本
商
業
士
山
」
菅
沼
貞
風
氏
の
「
大
日
本
商
業
史
」

の
如
き
は
そ
の

例
で
あ
る
。



之
を
要
す
る
に
第
一
期
に
於
て
は
十
年
乃
至
二
十
年
に
於
て
官
臓
の
編
纂
出
版
物
が
多
く
あ
ら
は
れ
、
二
十
年
以
後
個
人
の
著
述

が
漸
く
現
は
れ
た
が
、
宮
撲
の
著
漣
も
猶
少
か
ら
一
「
存
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
此
時
代
の
特
徴
は
私
が
夙
に
『
官
著
時
代
』

の
語
を
以
て
い
ひ
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
如
く
、
官
慌
の
編
纂
事
業
及
出
版
が
諜
ん
で
あ
っ
た
貼
に
存
す
る
。
市
し
て
賓
業
界
に
於
て
と

の
期
間
が
資
本
主
義
裂
遣
の
準
備
期
で
あ
っ
た
と
同
じ
く
、
経
侍
史
研
究
に
於
て
も
、
次
の
確
立
期
の
準
備
時
代
で
あ
っ
た
と
い
ひ

得
る
。第

=
期

日
清
戦
役
後
我
聞
の
資
本
主
義
経
済
は
著
し
き
残
展
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
露
戦
争
に
至
る
ま
?
の
期
間
は
愛

展
の
第
一
期
、

日
露
戦
争
か
ら
世
界
戦
争
に
至
る
ま
で
は
産
業
務
展
の
第
二
期
で
あ
る
が
、

日
本
経
済
史
の
研
究
に
於
で
も
三
十
年

前
後
に
利
接
的
研
究
の
基
礎
が
向
来
上
り
、

つ
い
で
経
市
川
界
の
進
展
に
照
じ
て
一
般
枇
合
科
曜
の
改
造
と
北
九
に
、

日
本
経
侍
史
の
仰

問
九
が
一
段
の
巡
回
出
b
q一
見
る
に
エ
オ
っ
た
も
の
で
、

本
州
に
於
て
日
本
絞
誠
町
民
の
町
材
交
付
献
立
矧
K
山
悲
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
矧
に
於
け
る
特
徴
の
第
一
は
、
料
開
型
的
研
究
の
基
礎
が
出
来
上
っ
た
と
と
で
あ
る
。
荒
西
洋
の
事
問
の
移
1

八
に
伴
っ
て
そ
の
研

究
方
法
も
次
第
に
進
歩
し
、
記
漣
の
方
法
も
従
来
の
如
き
編
年
開
や
非
科
接
的
の
も
の
は
突
第
に
頚
れ
、
科
接
的
の
方
法
に
基
い
て

事
件
の
原
因
結
果
を
明
に
す
る
に
足
る
記
述
方
法
に
草
き
を
置
く
に
至
っ
た
。
殊
に
三
十
年
前
後
に
於
て
内
問
博
士
が
日
本
経
済
史

の
研
究
に
入
ら
る
与
や
、
そ
の
論
稿
に
於
て
屡
々
経
済
史
の
意
義
を
論
じ
、
研
究
方
法
を
設
昔
、
、
或
ば
資
料
を
解
説
せ
ら
れ
た
こ
と

』土

斯
事
の
成
立
に
葉
大
た
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
忠
ふ
。

博
士
は
明
治
二
十
九
年
七
月
帝
園
大
串
(
東
京
)
文
科
大
開
学
園
史
科

を
卒
業
せ
ら
れ
、
同
年
大
事
院
に
入
ら
れ
た
が
、
犬
間
早
院
に
た
け
る
研
究
題
目
は
-
日
本
経
済
史
及
史
墜
と
経
済
事
ー
と
の
教
育
的
債

値
」
で
る
っ
た
。
三
十
一
年
一
月
の
史
皐
雑
誌
第
九
編
一
一
筑
に
「
経
済
史
の
性
質
及
範
聞
に
つ
い
て
L

と
題
ナ
る
一
文
を
護
表
せ
ら

日
本
経
済
史
研
究
の
設
展

六
五

大正十年九月刊、日本経済史原論(s":rLlに始めてこの諾を用ゐた3) 



日
本
制
服
済
史
研
究
の
愛
展

六
六

れ
た
が
、
山
口
同
時
に
於
て
は
経
済
史
た
る
一
一
一
口
葉
は
頗
る
新
し
い
言
葉
で
あ
っ
て
、
恐
ら
〈
博
士
に
よ
っ
て
こ
の
言
葉
が
一
般
に
普
及
す

る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
忠
ふ
。
商
業
史
な
る
言
葉
は
古
〈
か
ら
行
は
れ
、
又
産
業
史
た
る
言
葉
も
用
ゐ
ら
れ
た
が
、
経
済
史

怒
る
言
葉
は
営
時
見
首
ら
た
い
。
共
後
三
十
二
年
三
月
刊
行
の
東
京
帝
園
大
地
ナ
附
属
問
書
館
和
漢
書
目
録
に
は
粧
消
史
な
る
分
類
項

自
が
あ
り
、

同
尻
博
士
の
「
経
汗
史
限
」
に
は
三
十
二
年
四
月
の
序
文
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
か
ら
粧
品
川
史
な
る
一
一
一
一
回
莱
が
漸
く
用
ひ

ら
れ
来
っ
た
も
の
-
じ
め
ら
4
0

内
川
M
Pリ
士
は
慨
に
一
一
十
九
年
よ
わ
経
済
巾
に
た
る
古
川
恥
佐
川
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
っ
尤
、
経
尚

二
十
三
年
の
官
事
同
和
三
郎
氏
の
論
文
に
も
見
え
て
ゐ
る
が
、
粧
横
山
仇
た
る
語
は
見

事
史
な
る
一
言
葉
は
既
に
平
く
か
ら
用
ゐ
ら
れ
、

そ
の
後
、
四
十
年
代
に
至
つ
で
も
、
経
済
事
史
と
経
済
史
と
の
言
葉
が
一
般
の
人
々
に
は
厳
密
に
医
別
さ
れ
や
、
混
同
誤

解
さ
れ
て
ゐ
た
有
様
で
あ
っ
た
。

え
な
い
。

内
同
博
士
は
三
十
二
年
二
月
東
京
帝
園
大
挙
文
科
大
賄
事
講
師
と
な
り
、
日
本
経
済
史
の
講
義
を
捨
賞
さ
れ
た
が
、
こ
れ
恐
ら
く
我

園
の
大
撃
に
沿
け
る
日
本
経
済
史
の
最
初
の
講
義
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

と
の
事
責
は
日
本
経
済
史
護
建
史
上
特
記
す
べ
き
一
事
寅

で
あ
る
が
、
そ
の
講
義
が
極
め
て
異
彩
を
放
っ
て
ゐ
た
と
と
は
、
営
時
、
語
講
せ
ら
れ
た
石
橋
博
士
の
泊
燥
談
を
見
る
も
明
か
で
あ

る
。
既
に
流
一
ぺ
た
如
く
博
士
は
屡
々
経
済
史
の
性
質
・
研
究
方
法
等
に
論
及
さ
れ
た
が
、
四
十
五
年
三
月
に
「
経
済
全
蓄
」
中
の
一

冊
と
し
て
公
に
せ
ら
れ
た
「
経
済
史
綿
論
」
は
此
方
面
に
九
お
け
る
研
究
を
簡
阜
に
纏
め
ら
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
尚
一

般
史
皐
理
論
の
方
面
に
も
幾
多
の
務
作
を
設
表
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
日
本
経
済
史
に
関
す
る
一
般
的
研
究
の
あ
ら
は
れ
た
と
と
で
あ
る
。
即
ち
特
殊
部
門
の
研
究
で
は
な
く
我
園
経
済

登
建
の
全
般
を
概
観
せ
ん
と
す
る
墜
者
の
努
力
が
左
さ
れ
た
と
と
で
あ
る
。
之
に
つ
い
て
は
肢
井
時
多
博
土
の
「
日
本
商
業
史
L

「日

皇典講究所講演第四二競及四五焼
平沼淑郎、我が邦に於ける鰹摘史撃、早稲岡政治権械製雑誌第二十九競
重喜文、第十年十披
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本
工
業
史
」
、
内
田
博
士
の
「
経
済
史
」
、

楠
田
博
士
の
「
日
本
経
済
史
論
」
(
濁
逸
文
)
等
を
皐
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

横
井
博
士
は
既
に
二
十
一
年
に
「
犬
日
本
不
動
産
法
治
草
史
」
を
著
は
さ
れ
た
が
、
一
」
十
五
年
陀

一
年
に
「
日
本
工
業
史
」
「
日
本
商
業
史
」
一
一
一
十
三
年
に
「
日
本
商
業
史
維
新
後
の
部
」
三
十
七
年
に
「
日
本
殖
医
史
L
を
著
は
さ
れ

「
帝
図
商
業
史
講
義
録
」
三
十

て
ゐ
る
。
右
の
「
帝
国
商
業
史
講
義
録
」
は
名
は
商
業
史
で
あ
る
が
、

記
述
の
範
閣
は
商
業
の
こ
と
の
み
友
ら
や
工
業
・
度
量
衡
・

交
通
・
貨
幣
・
金
融
に
及
び
、
時
に
は
磁
業
・
水
産
物
・
農
業
の
こ
と
に
及
べ
る
僚
も
あ
り
、
後
の
「
日
本
工
業
史
」

「
日
本
商
業

史
」
の
基
礎
を
左
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
惇
士
の
著
湛
と
し
て
最
も
著
聞
せ
る
も
の
は
い
ふ
迄
も
な
く
日
本
工
栄
史
及
日
本
商
業
史

で
あ
っ
て
、
附
者
を
併
せ
て
考
ふ
れ
ば
、

日
本
経
桝
史
一
般
を
説
明
さ
れ
た
も
の
と
見
て
差
支
た
き
も
の
で
あ
り
、
営
時
に
於
て
劃

期
的
の
著
述
一
以
あ
っ
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
一
〈
、
博
士
が
日
本
経
済
史
の
開
拓
者
の
一
人
ゼ
あ
る
こ
と
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事

部
言
、

4
z
b
5
3

'1
』
;

内
田
博
士
も
亦
日
本
経
侍
史
を
一
般
的
に
論
述
さ
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
明
治
三
十
一
年
頃
東
京
専
門
皐
校
講
義
録
の
「
経
済
史
」

と
題
ず
る
も
の
之
で
あ
る
。
之
は
博
士
の
全
集
に
も
牧
録
さ
れ
て
ゐ
左
い
た
め
、
往
々
見
落
し
て
ゐ
る
人
も
あ
る
が
、
菊
判
二
一
入

頁
の
も
の
で
、
内
容
は
序
論
・
第
一
編
日
本
経
済
史
の
大
要
・
第
一
章
上
古
・
第
二
孝
奈
良
及
卒
安
時
代
・
第
三
字
鎌
倉
及
室
町
時

代
・
第
四
季
江
戸
時
代
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
卸
ち
本
書
に
よ
っ
て
日
本
経
済
史
の
大
要
を
設
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
事
項
に
よ
っ

て
は
明
治
時
代
の
乙
と
も
附
記
し
て
あ
る
。
博
土
の
最
初
の
計
董
で
は
引
綾
き
支
那
粧
品
川
史
及
西
洋
絞
済
史
を
講
述
さ
れ
る
珠
定
で

あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
資
現
し
な
か
っ
た
。
三
十
五
年
に
「
日
本
経
済
史
」
と
題
す
る
講
義
録
が
出
て
ゐ
る
が
.
そ
れ
は
緒
論
と
上
古
の

線
設
・
人
口
の
増
殖
・
農
業
の
褒
遠
の
数
項
目
だ
け
で
終
っ
て
ゐ
る
。
後
大
疋
一
初
年
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
「
日
本
経
済

日
本
経
済
史
研
究
の
愛
展

六
七
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日
本
終
済
史
研
究
の
愛
展

六
八

史
概
要
」
が
全
集
の

の
巻
一
聞
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

「
日
本
経
済
史
の
研
究
」

更
に
一
隅
田
博
士
が
凋
逸
文
を
以
て
公
に
さ
れ
た
「
日
本
に
於
け
る
枇
合
的
及
経
済
的
愛
展
」
は
一
九

O
O年
印
ち
明
治
三
十
=
一
年

に
公
に
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
内
容
は
欧
文
の
題
名
に
よ
っ
て
明
か
友
る
如
〈
、
我
閣
の
枇
合
経
済
的
設
建
の
大
要
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
意
附
さ
れ
た
所
は
日
本
の
枇
合
経
情
的
改
良
は
欧
洲
の
そ
れ
と
一
致
す
る
と
い
ふ
馳
に
あ
り
、
且
つ
一
方
に
は
法

制
史
的
の
記
法
が
多
く
、

他
方
に
は
松
山
史
上
の
京
浜
問
題
を
殻
せ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

経
済
史
研
一
九
の
渡
達
比
大
怒
る
影
響
を

輿
へ
た
も
の
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
で
る
る
。
問
十
年
四
月
に
坂
西
山
政
氏
の
詳
一
日
本
経
済
史
齢
」
か
公
刊
さ
れ
て
か
ら
江
臥

の
人
に
も
議
ま
れ
る
に
至
。
た
こ
と
と
忠
ふ
。

註
) 

本
書
著
作
の
来
田
町
に
づ
い
て
は
、
編
纂
者
た
る
プ
レ
ン
タ

1
ノ
(
ア
ロ
ヲ

E
E
己
E
Z
)
氏
の
序
文
に
明
か
で
あ
る
。
卸
ち
日
く
『
近
者
予
は
非
常

に
聴
明
な
る
一
日
本
人
を
聴
講
生
中
に
得
た
り
。

師
同
徳
三
円
建
な
り
。
彼
は
既
に
東
京
に
て
ト
ツ
エ
ン
ト
た
り
。
共
の
肱
洲
に
来
れ
る
は
唯
一

暦
の
修
養
を
積
主
ん
が
低
め
の
み
。
予
の
経
済
史
に
闘
す
る
講
箆
に
於
て
、
予
は
常
に
彼
が
微
笑
を
法
ふ
る
に
限
光
の
嫡
々
た
る
も
の
あ
る
を

見
た
り
。

一
日
予
は
其
円
何
が
故
に
檎
か
〈
壮
一
九
ふ
宇
を
向
ふ
。
彼
答
へ
て
日
〈
、
予
が
師
を
遁
ピ
て
欧
州
経
済
史
に
就
て
聞
く
所
は
、
悉
〈
日

本
の
歴
史
と
一
致
す
れ
ば
な
り
と
。
走
に
於
て
予
は
彼
に
略

T
る
に
日
本
の
経
済
史
を
欧
洲
の
講
者
に
紹
介
せ
ん
こ
と

E
以
で
せ
り
』
と
。
繭

同
博
士
が
翻
課
者
坂
闘
由
寂
氏
に
宛
て
た
る
書
簡
に
は
「
小
生
が
日
本
歴
史
問
問
中
者
の
講
義
を
聞
き
た
る
は
、
故
横
井
教
授
の
日
本
商
業
史
あ
る

の
み

o

其
他
斯
一
界
の
者
宿
は
一
同
の
面
接
を
す
ら
得
た
る
こ
と
な
し
。
而
し
て
小
生
が
日
本
歴
史
を
皐
ぴ
た
る
は
小
田
申
校
に
於
て
せ
し
の
み
』

と
あ
っ
て
、
横
井
博
士
と
の
関
係
を
知
り
得
る
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ

A
o

第
三
の
特
徴
は
特
殊
部
門
の
研
究
が
益
々
盛
ん
と
な
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
印
ち
研
究
の
封
象
が
各
方
面
に
描
張
さ
れ
、
有
鏡

友
る
特
殊
研
究
が
多
く
る
ら
は
れ
て
経
済
史
研
究
の
愛
逮
を
如
賓
に
物
語
る
に
至
っ
た
。
之
は
前
期
の
書
名
と
本
期
の
書
名
と
を
比

Entwicke]un!~ in Japan， 5t叫~gartDie gesellschaftliche und w汀 IschaftJiche
1900. 
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較
す
れ
ぽ
容
易
に
そ
の
欣
況
を
察
し
得
る
わ
け
で
る
る
が
、
二
三
の
異
色
あ
る
研
究
を
象
ぐ
れ
ば
、
「
日
本
生
命
保
険
業
史
」
(
三
十
七

年
)
「
日
本
の
経
済
と
悌
毅
」
(
四
十
五
年
)
「
日
本
銀
行
沿
革
史
」
(
大
正
二
年
)
「
米
債
鑓
動
史
一
(
大
正
一
一
工
ヰ
)
「
枇
寺
領
性
質
の
一
研
究

(大
E

三
年
)
等
の
如
き
こ
れ
で
る
る
。
更
に
ま
た
地
方
経
済
史
に
闘
す
る
研
究
も
多
〈
あ
ら
は
れ
た
。
例
へ
ば

赤
穂
盟
業
誌
{
コ
一
十
二
年
)

足
利
織
物
沿
草
誌
(
三
十
五
年
)

北
越
機
業
史
(
三
十
六
年
)

雨
替
商
沿
革
史
(
三
十
六
年
)

秋
岡
薄
林
制
E
誌
(
一
二
十
八
年
)

灘
消
沿
革
史
(
四
十
一
年
)

倍
加
賀
薄
地
割
制
度
(
凹
十
四
年
)

静
岡
田
柄
銀
糸
業
沿
革
史
(
四
十
五
年
)

γ

相
川
懸
輩
業
沿
本
史
(
大
正
四
年
)

醤
薄
時
代
に
和
け
る
間
格
奨
励
一
斑
(
大
正
六
年
)

等
は
1

て
の
一
斑
で
あ
り
、
経
済
史
的
記
述
に
官
λ
で
ゐ
る
大
阪
市
史
(
大
正
二
乃
軍
一
四
年
)
も
此
期
間
に
務
刊
さ
れ
て
ゐ
る

3

第
四
の
特
徴
は
、
経
済
史
料
の
刊
行
せ
ら
れ
始
め
た
と
と
で
あ
る
。

一
般
剛
史
に
開
ナ
る
史
料
の
一
刊
行
は
早
く
よ
り
行
は
れ
て
ゐ

hr勺
例
へ
ば
「

ft
綴
悶
史
大
系
」
が
明
治
一
一
一
十
年
乃
一
旦
一
二
十
也
年
に
刊
行
さ
れ

寸

'vk
，一
一
-
3

』民司主一、可
'
L
-

」

ム

」

二

J
、二

A

a

、
三

-
E
J月
日
J生
本
匂
対
日
間
r
v
L

仁
一
二
斗
J
-
一ゐ「
v
ノヱサ一一一」
1
J
ノ
企

l
f

刊
行
さ
れ
た
が
、
直
接
経
済
史
に
闘
係
あ
る
史
料
が
叢
書
と
し
て
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
本
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
創
ち

瀧
本
博
士
の
「
日
本
経
済
叢
書
」
三
十
六
冊
が
大
王
三
年
か
ら
刊
行
し
て
同
六
年
に
完
結
、
「
泊
俗
経
済
丈
底
」
十
二
慨
が
大
一
止
五
年

乃
至
六
年
に
、
図
書
刊
行
曾
本
中
の
「
徳
川
時
代
商
業
叢
書
」
三
冊
が
犬
正
二
年
乃
一
全
=
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
「
日
本
経
済
議
書
」
の

出
版
が
劃
期
的
の
出
版
で
あ
っ
た
こ
左
は
勿
論
で
あ
り
、
此
等
の
資
料
刊
行
が
此
後
の
経
済
史
及
経
済
思
想
史
研
笥
に
輿
へ
た
影
響

は
貨
に
犬
な
る
も
の
が
あ
る
。

要
す
る
に
本
期
に
於
て
は
日
本
経
済
史
の
開
拓
者
た
る
横
井
博
士
、
斯
事
の
確
立
者
た
る
内
田
博
士
を
始
め
と
し
て
、
縞
田
博
士

瀧
本
博
士
の
貢
献
が
あ
り
、
向
三
浦
周
行
博
士
も
此
期
に
経
済
史
に
闘
す
る
有
ム
住
友
る
研
究
を
護
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
く
て
日
本
経

日
本
経
済
史
研
究
の
愛
展

ノ、

九



日
本
経
済
史
研
究
町
一
後
展

七。

済
史
に
闘
す
る
先
魔
者
が
仰
れ
も
此
期
聞
に
斯
撃
の
恭
礎
を
置
か
れ
、

日
本
経
済
史
が
十
敢
に
始
め
て
利
率
と
し
て
成
立
し
、
研
究
が

次
第
に
進
め
ら
れ
て
斯
撃
の
確
立
そ
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
注
意
す
ぺ
き
こ
と
で
あ
る
。

第
三
期

世
界
戦
争
の
時
代
に
於
て
我
問
聞
の
経
済
は
未
曾
有
の
護
逮
を
な
し
具
常
在
る
躍
進
を
遂
げ
た
が
、
大
正
九
年
頃
か
ら

深
刻
た
る
不
況
に
陥
り
、
枇
命
u
経
情
山
肌
勢
は
悪
化
し
、
持
換
期
と
し
て
の
諸
欣
勢
を
一
不
す
に
五
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
問
に
於
て

日
本
経
済
史
の
研
究
は
一
府
内
務
肢
を
遂
げ
、
怖
に
壮
九
時
日
経
済
組
織
や
階
級
問
題
乞
対
象
と
す
る
方
面
に
た
な
る
溌
尽
を
見
、

叫川究

閉
山
聞
の
成
立

l
-
i
t
i
》

l
a
]

「

I
1刊
』
剥
明
読

d
u
r
f
4
f
M
M
1
m

fこ
ー

;
=
I
E
l
k
-
-
3
;
J
:
一[

3

一
}

L

』一

J
v
L
f
J
t

キ
人
和
浩
号
辛
料
U

じ
記
聞
に

M
L
T
F
r
r
w
K
4
5
h
ド

4
寺
L
く
訟
r
E
L
式

此
期
聞
に
於
て
前
遁
の
一
般
的
研
究
が
更
に
盛
ん
と
左
町
、
諸
家
の
日
本
経
済
史
の
概
観
蓄
が
あ
ら
は
れ
た
こ
と
、

又
特
殊
研
究

が
種
k

の
方
面
に
行
は
れ
て
詳
細
克
明
友
る
研
究
が
多
く
現
は
れ
た
こ
止
、

地
方
経
済
史
の
研
究
が
更
に
盛
ん
と
ゑ
り
、
各
地
に
於

て
編
纂
さ
れ
た
地
方
史
誌
に
も
経
済
史
的
方
面
を
貫
硯
す
る
も
の
が
多
〈
-
な
っ
て
来
た
こ
と
、
史
料
の
出
版
が
一
暦
盛
ん
と
な
り

w

そ
の
主
友
る
も
の
だ
け
で
も
次
の
如
き
も
の
が
る
る
c

日
本
財
政
経
済
史
料

十
一
骨
(
大
正
十
一
十
四
年
)

近
世
枇
曾
経
済
護
者

占
三
冊
(
大
正
十
五
昭
和
二
年
)

日
本
産
業
資
料
大
系

十
三
知
(
大
正
十
五
昭
和
三
年
)

日
本
経
協
同
大
典

五
十
四
知
(
昭
和
一
二

l
五
年
)

海
事
史
料
叢
書

二
十
珊
(
昭
和
四
人
年
)

日
本
林
制
史
資
料

一
十
冊
(
昭
和
五
|
九
年
)

明
治
前
期
財
政
純
済
史
料
集
成

二
十
一
知
(
昭
和
六

l
十
一
年
)

近
世
地
方
純
済
史
料

十
皿
川
(
昭
和
六

l
七
年
)

以
上
は
前
期
に
引
続
い
て
本
期
に
於
て
一
暦
の
司
羽
田
展
を
見
る
に
至
っ
た
事
項
で
あ
る
が
、
更
に
本
期
に
於
て
そ
の
特
徴
と
見
る
ぺ

き
こ
と
は
、
第
一
に
枇
合
経
済
史
的
研
究
が
著
し
〈
盛
ん
と
友
っ
た
こ
と
で
る
る
。
例
へ
ば
我
固
に
於
け
る
祉
舎
組
織
・
経
済
機
構

忙
関
す
る
研
究
の
如
き
と
れ
で
あ
る
。
先
づ
枇
命
日
史
に
つ
い
て
見
る
に
、

一
般
的
の
も
の
と
し
て
は
三
浦
博
士
の
「
国
史
上
の
枇
曾



問
調
」
が
↓
へ
百
九
年
に
あ
ら
は
れ
、
北
パ
後
諸
『
交
の
日
本
杜
合
史
が
公
に
さ
れ
た
。
ま
た
農
民
史
に
闘
す
る
研
究
は
殊
に
多
く
現
は
れ
、

農
民
の
生
用
、
農
村
問
題
、

百
社
一
挟
に
閥
す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
は
れ
、

無
産
階
'
議
・
一
服
人
買
百
運
動
に
関
す
る
研
究
も
あ
ら
は
れ
、

メ
資
本
主
義
経
済
笈
迭
の
碗
究
も
多
〈
出
版
さ
れ
た
。

第
二
に
唯
物
史
観
に
つ
い
て
は
既
に
明
治
四
十
年
前
後
に
於
て
も
一
一
三
の
主
要
友
る
論
文
が
愛
表
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
本
期
に
於
て

は
と
の
閥
角
か
ら
著
作
さ
れ
る
も
の
が
多
く
た
っ
た
。
印
ち
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
研
究
が
‘
此
期
に
於
て
量
的
に
も
質
的

に
も
抽
出
展
し
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。

と
れ
は
唱
和
二
三
年
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
講
座
」
、

七
年
の
「
日
本
資
本
主
義
愛
遥
史
講
座
」
の

川
H
J

一了、

1
寸

E

ノ'ー

並
に
雑
誌
「
歴
史
利
率
」
の
孜
行
等
か
ら
も
、
又
そ
の
事
派
に
開
局
す
る
人
々
の
著
書
論
文
が
多
く
あ
ら
は
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
も
之
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
そ
の
経
済
史
理
論
の
適
用
に
関
し
て
沼
種
の
問
題
が
論
争
を
操
返
へ
ナ
に
至
っ
た
も
の

E

う

'
3
0

3
2
 J
ん
と
の
明
の
終
)
に
は
仕
合
欣
勢
の
経
化
山
ら
そ
。
勢
が
拙
か
れ
て
来
た
と
と

E
守
一
品
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

第
三
に
幕
末
乃
至
明
治
維
新
に
闘
す
る
研
究
が
、
此
期
間
殊
に
昭
和
に
入
っ
て
著
し
〈
起
っ
て
来
た
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ら

ぅ
。
か
の
「
明
治
文
化
全
集
」
「
明
治
前
期
財
政
経
済
史
科
案
成
」
の
如
き
叢
書
が
出
版
さ
れ
「
明
治
維
新
史
研
究
」
「
明
治
維
新
経

済
史
研
究
」
「
維
新
農
村
枇
曾
史
論
」
「
幕
末
経
済
史
研
究
」
等
幾
多
の
著
作
が
公
に
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

こ
の
傾
向
を
察

す
る
と
と
が
出
来
る
。
向
明
治
維
J

新
以
後
の
褒
展
も
研
究
の
針
象
と
た
り
、
明
治
大
正
時
代
の
粧
品
何
史
財
政
史
が
弐
第
に
研
究
さ
れ

て
ゐ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

第
四
に
は
経
済
史
に
閲
す
る
事
合
並
に
専
門
雑
誌
そ
の
他
の
刊
行
さ
る
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
四
年
に
経
済
史
研
究
舎

が
組
織
さ
れ
て
(
一
沼
郡
議
補
)
十
一
月
よ
り
月
刊
雑
誌
「
経
済
史
研
究
」
を
刊
行
し
、
計
合
同
経
済
史
事
舎
は
昭
和
六
年
五
月
か
ら

日
本
経
済
史
研
究
の
愛
展

七



七
二

一t

枇
舎
経
済
史
事
」
を
刊
行
し
、
早
稲
田
大
曲
蓋
君
事
舎
か
ら
は
「
経
済
史
畢
」
(
柳
町
一
一
叶
盟
削
)
が
刊
行
さ
れ
た
港
ま
た
「
経
済

日
本
経
済
史
研
究
の
設
展

史
年
鑑
」
が
昭
和
七
年
以
来
年
々
刊
行
せ
ら
れ
、
「
日
本
経
済
史
勝
典
」
が
十
一
年
六
月
以
来
分
冊
刊
行
を
績
け
て
ゐ
る
と
と
も
経
済

史
研
究
の
受
注
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
か
く
て
各
大
島

T

は
も
と
よ
り
専
門
程
度
の
皐
校
に
於
て
も
日
本
経
済
史
に
闘
す
る
講
義

が
一
般
に
行
は
れ
、
闘
史
方
商
の
人
々
も
亦
経
済
史
に
重
大
た
る
闘
心
を
持
つ
と
と
と
左
り
、
そ
れ
等
人
々
の
日
本
経
済
史
に
闘
す

る
研
究
も
多
〈
あ
ら
は
れ
た
と
と
、

ま
た
地
方
経
済
史
研
究
の
植
民
展
と
共
に
郷
土
史
家
の
持
作
の
増
加
し
た
と
と
も
見
逃
す
こ
と
は

出
来
た
い
け

(
註
)

四
年
七
月
成
立
の
経
済
史
研
究
舎
に
先
立
っ
て
、
京
都
経
済
史
研
究
舎
が
四
年
四
月
に
出
来
、
一
日
本
交
誼
見
の
研
究
」
「
明
治
維
新
鰹
祷
史
研

究
」
の
二
著
を
公
に
し
、
六
年
春
経
済
史
研
究
舎
に
合
読
し
、
八
年
五
月
日
本
経
済
史
研
究
所
の
設
立
に
よ
り
、
鱈
沸
史
研
究
舎
の
曾
務
を
同

所
に
移
し
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。
枇
合
経
済
史
民
中
舎
は
昭
和
五
年
十
二
月
の
創
立
で
、
「
世
合
経
済
史
製
」
は
初
め
は
四
李
刊
行
で
あ
っ
た
が

七
年
四
用
か
ら
月
刊
と
な
っ
た
。
猶
第
三
期
以
後
に
属
す
る
が
、
慶
慮
義
塾
鰹
済
史
間
四
千
舎
か
ら
は
-
略
史
と
生
活
」
第
一
一
抗
を
昭
和
十
二
年
十

月
に
愛
行
し
た
こ
と
を
附
記
し
て
を
〈
。

第
五
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

わ
が
日
本
経
済
史
の
研
究
が
欧
米
撃
者
の
担
任
口
を
惹
き
、

そ
れ
等
人
々
の
研
変
に
引
用
さ
れ
批
判

さ
れ
或
は
翻
議
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
亦
我
図
に
た
け
る
経
済
史
研
究
設
建
の
一
一
回
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
明
治
前
学
期

に
於
け
る
経
済
皐
移
入
時
代
と
針
比
し
て
持
た
感
慨
に
唱
え
ざ
る
も
の
が
あ
も
r

四

結

= p 

以
上
三
期
に
八
刀
ち
て
日
本
経
済
史
研
究
の
稜
建
を
概
観
し
た
。
そ
れ
は
便
宜
上
、
著
書
を
主
止
し
、
雑
誌
論
文
を
除
外
し
、
第
一
一
一

de J.931， L.es Einances 事jへ ば ArdreAndreades， La Population du ]apon 
]' Empire Japonais et le~lT Evolution 1932 
大塚金之助、書費調信、日本評論第十巻十二競
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期
に
つ
い
て
は
事
者
各
自
の
研
究
に
論
及
す
る
こ
と
を
避
け
て
、

一
般
の
傾
向
だ
け
に
つ
い
て
迅
ぷ
る
に
止
め
た
が
、
最
近
に
至
る

迄
の
褒
達
は
犬
趨
明
か
に
し
得
た
こ
と
と
忠
ふ
。

か
く
の
如
く
日
本
経
済
史
研
究
の
護
法
は
目
畏
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
史
的
研
賓
の
主
流
を
注
す
に
至
っ
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ

る
程
で
あ
る
が
、
然
し
経
済
史
研
究
が
既
に
資
料
蒐
集
時
代
を
去
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
研
究
者
が
他
人
の
蒐
集
せ
る
史
料
を

援
用
し
孫
引
す
る
の
で
は
左
く
、
自
ら
史
料
を
蒐
め
で
克
明
に
史
賓
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
今
猶
勿
論
必
要
で
あ
る
。
公
式
論
的
研

前
九
は
最
近
下
火
に
在
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
他
方
に
は
理
論
化
へ
の
傾
向
は
甚
だ
強
い
。
日
本
の
経
済
の
護
速
が
、

日
本
と
い
ふ
特

殊
去
る
自
然
的
・
人
間
的
・
社
合
的
環
境
に
玄
つ
以
上
、

日
本
の
特
徴
を
求
め
る
こ
と
は
賞
然
で
る
り
、
我
園
固
有
の
経
済
的
文
化

の
護
展
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
一
一
一
一
日
ふ
迄
も
な
い
。
然
し
日
本
の
特
徴
は
草
友
る
現
諭
で
組
立
て
ら
れ
る
も
の
で
は

h
l
お

p

、、

町
♂
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〈

ゴ
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司
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Zん

w
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ネ

z
z
f
J
E
-
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1
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4
品
デ
ド
」
〆
吋
L
d
z，

一
知
め
て
良
質

κ理
解
常
ら
れ
る
も
の
と
岡
山
ふ
】

か
く
て
我
図

経
済
褒
展
の
本
質
、
即
ち
そ
の
特
殊
性
と
背
遁
性
と
が
明
確
に
せ
ら
れ
、
帯
以
展
の
買
の
姿
が
把
握
せ
ら
る
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
そ

れ
と
同
時
に
日
本
経
済
史
皐
の
一
居
の
設
展
も
亦
之
を
期
待
し
得
ベ
き
で
る
ら
う
。

日
本
経
済
史
究
研
の
設
展

七


